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はじめに

事例検討・事例報告についての問
い合わせが多くなっております。簡
単にまとめましたので参考にしてく
ださい。



（9）事例検討は以下のいずれかの履修方法がある。

1） 都道府県士会が開催する「現職者共通研修事
例検討・報告会」に参加する。

2） 協会・士会の主催・共催する事例報告検討・報
告会（90分以上）に参加する。

なお、運用に関しては、以下の通り

・ 基礎研修修了者以上がファシリテーターを務める
こと。

・ 2）は、平成30年4月1日以降に開催されたもの。

・ 2）による申請は、参加を証明する資料を都道府
県士会担当部署（者）へ提出する。

・質問の機会を持つこと。



つまり、

現職者共通研修会（事例検討）受講 →○

MTDLP事例検討会参加して質問する →○

（平成30年度開催分以降が有効、研修時に登録が必要）

日本作業療法学会に参加 →×

福島県リハビリテーション専門職学術集会に参加→×

職場内での事例検討会に参加→×

SIGでの事例検討会に参加→×



（10）事例報告は、以下のいずれかの方法がある。

1）都道府県士会が開催する「現職者共通研修事
例報告会」にて発表する

2）協会学術部事例報告登録制度に登録する

3）協会主催の学会および審査のある都道府県士
会の学会等で事例研究として筆頭発表する

4）都道府県士会が、現職者共通研修事例報告に
適した事例報告会を実施していると承認したSIG
（他団体の学術集会等における事例発表も含む）
にて筆頭発表する



5） 認定作業療法士あるいは基礎研修修了者が指
導する施設団体等で行われる事例検討・報告会に
て筆頭発表する。

6）MTDLP実践者研修における事例検討会で事例
発表する。

この事例発表の基準は、MTDLP事例検討会運営
基準（MTDLP研修制度研修シラバス参照）



つまり、

現職者共通研修会（事例報告）で発表 →○

MTDLP事例検討会参加して発表 →○

日本作業療法学会で発表 →○

福島県リハビリテーション専門職学術集会で発表→○

職場内での事例検討会で発表→○

（指導者が認定作業療法士か基礎研修修了者でである
必要があります）

SIGでの学会・事例検討会等での発表→○

協会学術部事例登録制度に登録→○



日本作業療法士協会生涯
教育制度のホームぺージか
らダウンロードできます。
http://www.jaot.or.jp/post_e
ducation/shougai.html

事例報告履修申請書について

http://www.jaot.or.jp/post_education/shougai.html


事例検討・事例報告への振り替えの
申請について
申請に必要なもの：

・事例検討は受講証

・事例報告は発表を証明するもの

①学会発表の場合 学会名の発表日時が記載さ
れているページと発表抄録等のコピーを提出

②研修会での発表の場合は事例報告履修申請書
を提出。（事前に必要事項を記載して、当日に認定
作業療法士や基礎研修修了者からサインをもらって
ください）



申請場所：

①下記の研修会等での申請

・生涯教育部主催研修会

・公開講座、リハビリテーション専門職学術学会の生涯
教育部ブース

②郵送での申請

９２円の切手を貼った返信用の封筒同封して郵送

＜郵送先＞

〒963-8833 福島県郡山市香久池1丁目18番11号

寿泉堂香久山病院 リハビリテーション科 冨岡真一 宛



問い合わせ先：

生涯教育部長：冨岡 真一

寿泉堂香久山病院 リハビリテーション科

Tel：０２４－９３２－６３６８

（平日の17時以降にお願いします）

尚、生涯教育制度の詳細は、日本作業療法士協会生
涯教育委員会のホームページに記載されています。

http://www.jaot.or.jp/post_education/shougai.html

http://www.jaot.or.jp/post_education/shougai.html

